競技注意事項
１．競技規則について
本大会は、２０２０年日本陸上競技連盟競技規則ならびに、本大会申し合わせ事項によって行う。
２．受付について
各校引率教諭は、９時までに受付をすませること。その際、参加確認書を提出すること。
引率教諭の受付のない場合は競技者の大会参加は認められない。
３．招集について
①顧問の参加確認書の提出をもって一次召集とする。
②競技者はプログラム記載の現地集合時間に競技場所に行き、最終召集をうける。
個人種目の招集時（１日に２種目出場する場合は２種目目）に体調管理チェックシートを提出する。
③最終召集にいない競技者は、当該競技種目を棄権したものとして処理する。
④リレー競技に出場するチームは、競技開始時刻の６０分前までにオーダー用紙を本部に提出する。登録された８名以外は出場できない。提出後のオーダーの変更はできない。
⑤８００ｍ以下の種目の決勝進出者には、IDカード（競技場入場時に必要）を配布するので、決勝進出者の発表後、指示された場所で受け取る。
４．ナンバーカードについて
ナンバーカードは指定されたものを使用し、胸部と背部につけること。ただし、走幅跳・三段跳に出場する競技者は胸部のみ、走高跳・棒高跳に出場する競技者は、胸部または背部のみでよい。
また、８００ｍ以上の種目に出場する競技者は、腰ナンバーカードを招集時に受け取り、右腰につける。

５．競技について
　①８００ｍまでのトラック競技は予選・決勝とする。１５００ｍ以上のトラック競技、リレーについては、タイムレース決勝とする。

②フィールド競技は３回の試技終了後、ベスト８で３回の試技を行う。
③この大会は、不正スタート１回失格を適用する競技会として実施する。
④セパレートレーンの競技は、フィニッシュ後も安全確保のため自分のレーン（曲走路）を走ること。
⑤投てき練習については、競技開始前に競技役員の指示により行う。（それ以外の投てき練習は一切禁止する。）

　⑥ビデオ装置、レコーダー、ラジオ、CD、トランシーバーや携帯電話もしくは類似の機器を競技区域内　　　で所持または使用してはいけない。
６．競技の抽選ならびに番組編成について
①予選におけるトラック競技のレーン順およびフィールド競技の試技順は、プログラム記載の通りとする。
②トラック競技で同記録の場合、写真判定で着差があれば着順決定する。
③トラック競技の決勝進出者の決定については、同じ組で同記録の場合は前項の②を適用する。
着差のない場合及び異なる組での同記録は抽選を行う。決勝進出は8名とする。
④トラック競技の決勝進出者の発表は、アナウンスで行う。
７．電気計時・写真判定機が作動しなかった場合の措置について
①８００ｍまでの競技においては、判定可能なレース結果より上位８名を選出し、それに判定できなかった組の競技者全員を加えて決勝を行う。（タイムレース決勝方式）
②１５００ｍ以上の競技においては、周回記録員の手動計時をバックアップとして採用する。（非公認）

③再レースを行なう場合もある。
８．走高跳・棒高跳におけるバーの上げ方、三段跳の踏切板について
走高跳　男子　練習(1.40)－1.45－1.50・・・1.85～3センチ刻み　
          女子　練習(1.15)－1.20－1.25・・・1.50～3センチ刻み
　棒高跳　男子　練習(2.20)－2.30－2.40－2.50   10センチ刻み
　ただし、天候その他の条件によって変更することがある。
三段跳の踏切板は、砂場から男子１０m・女子８ｍとする。

９．競技用具について
①競技に使用する用具は、原則として競技場備え付けのものを使用する。ただし、棒高跳用ポール、ヤリについては個人のものを使用することができる。ヤリは、競技開始時刻の１時間前から４５分前までに検査を行い使用することができる。（ただし、持ち込んだヤリについては、その競技者の競技終了まで競技場で預かる。）
②練習用の個人の用具は、競技区域内に持ち込んではいけない。
10．シューズについて
①スパイクシューズのピンの長さは９ミリ以下とする。ただし、走高跳・やり投は１２ミリ以下とする。
②シューズのルール再改正における本大会の適用については別途記載をする。
11.ウォーミングアップについて
　競技場内バックストレート側を使用する。競技に支障のないように注意して行う。
11．表彰について
　①学校対抗男女別１位に賞状・楯を、６位までに賞状を授与する。
②トラックの部・フィールドの部は、男女とも３位までに賞状を授与する。

③各種目６位入賞者・チームに賞状（リレー種目は５枚）を授与する。
12.県大会出場について

　各種目で６位入賞し、且つ、県大会出場標準記録を越えた者とする。（各種目６名以内）
13．その他
①新型コロナ感染拡大予防のため対策を厳守し、安全に競技を行う。
②競技場の開門は８時００分とする。入場は出場する競技の競技開始2時間前以降とする。（リレーは2時間30分）
③声を出しての応援は、禁止とする。
④競技中に生じた事故について応急処置はするが以後の責任は負わない。
⑤ゴミは、各自で持ち帰る。
WA規則第143条（TR5:シューズ）のルール再改正における本大会での適用について

　本大会は、移行期間中の大会であり、表記の規則を適用せず実施する。

　ただし、標記規則における適用外シューズを使用する競技者は、招集の際に、「適用外シューズ使用」を申告する。同時に、シューズを持参し、競技者係のチェックを受け出場する。記録は国内の公認記録として認められる。ただし、申告及びチェックを怠り、競技に参加した選手がいる場合、全員の記録は、WAの記録としては無効とされる場合がある。
